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［
指
導
普
及
課
］
五
月
二
十
九
日
（
土
）、
長

野
県
、
中
部
森
林
管
理
局
、
駒
ヶ
根
市
、
宮
田

村
な
ど
が
主
催
す
る
、
平
成
二
十
二
年
度
ふ
る

さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い
・
第
六
十
一
回

長
野
県
植
樹
祭
が
「
森
づ
く
り 

豊
か
な
地
域

の 

第
一
歩
」
を
テ
ー
マ
に
駒
ヶ
根
高
原
ス

キ
ー
場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
地
域
の
み
ど
り
の
少
年
団
を

始
め
、
林
業
関
係
者
、
一
般
参
加
者
な
ど
約

千
四
百
人
が
参
加
し
、
植
樹
会
場
で
あ
る
駒
ヶ

根
市
駒
ヶ
根
高
原
や
宮
田
村
黒
川
平
の
三
会

場
、
約
二
㌶
の
民
有
林
に
分
か
れ
、
植
樹
作
業

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
植
樹
祭
で
は
、
森
林
の
多
様
性
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
や
オ
オ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
始
め
、
会
場
付
近
に
自
生
す
る

郷
土
種
で
あ
る
十
四
種
の
苗
木
、
計
二
千
百
四 

十
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
第
十
一
回
と
や
ま
森
の
祭
典
が
五

月
二
十
八
日（
金
）、
射
水
市
「
県
立
公
園　

太

閤
山
ラ
ン
ド
」
で
「
根
っ
子
か
ら　

大
き
な
未

来
が　

み
え
て
く
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
花
と
み

ど
り
の
少
年
団
員
、
農
林
漁
業
関
係
者
ら
約

二
千
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
雨
も
上
が
り
、
さ
わ
や
か
な
初

夏
の
風
が
吹
く
中
、
城
土
局
長
、
知
事
、
市
長

ら
に
よ
り
、
射
水
市
の
市
木
で
あ
る
ト
ネ
リ
コ

の
記
念
植
樹
が
花
と
み
ど
り
の
少
年
団
と
と
も

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト
ネ
リ
コ
は
、
か
つ
て
、

湿
田
地
帯
の
水
路
や
田
ん
ぼ
道
等
に
植
え
ら

れ
、
用
水
路
の
土
留
め
や
は
さ
が
け
に
利
用
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
射
水
市
水
郷
地
帯
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
「
県
民
参
加
の
森
づ
く
り

フ
ェ
ア
」
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
石
井
知
事
と

森
づ
く
り
に
関
す
る
野
外
公
開
ト
ー
ク
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
第
二
部
と
し
て
「
森
と
の
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
富
山

署
は
来
訪
者
に
森
林
へ
の
関
心
を
一
層
高
め
て

も
ら
う
た
め
に
森
林
ク
ラ
フ
ト
教
室
、
し
お
り

づ
く
り
の
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
併
せ
て
、
地
域

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
雲
ノ
平
植
生
復
元

作
業
、
森
林
整
備
、
治
山
事
業
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
パ

ネ
ル
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］  

「
伝
え
よ
う　

緑
の
地
球

い
つ
ま
で
も
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
二
十
二
年

度
愛
知
県
植
樹
祭
が
「
国
際
生
物
多
様
性
の

日
」
の
五
月
二
十
二
日
（
土
）
に
飛
島
村
で
開

催
さ
れ
、
飛
島
村
民
は
じ
め
、
愛
知
県
下
の
緑

化
関
係
者
、
飛
島
学
園
児
童
・
生
徒
、
来
賓
ら

千
二
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
植
樹
は
、
今
年
四
月
に
開
校
し
全
国
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
飛
島
村
立
小
中
一
貫
教
育

校
飛
島
学
園
の
校
庭
に
「
愛
知
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ

イ
ブ
運
動
」
と
「
飛
島
学
園
親
子
」
が
ア
ジ
サ

イ
な
ど
約
七
百
本
を
植
樹
、
参
加
者
が
ヒ
ラ
ト

ツ
ツ
ジ
な
ど
約
五
百
本
を
植
樹
し
て
次
世
代
に

緑
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

 

［
北
信
署
］
本
年
度
の
北
信
州
植
樹
祭
が
六
月

五
日
（
土
）、
飯
山
市
菜
の
花
公
園
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
候
も
回
復
し
、
青
空
の
下
、

す
が
す
が
し
い
風
が
吹
き
入
る
植
樹
日
和
の

中
、
み
ど
り
の
少
年
団
、
一
般
参
加
者
、
林
業

関
係
者
な
ど
約
四
百
名
の
参
加
者
は
、
カ
ス
ミ

ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ブ
キ
の
苗
木
約
四
百
五
十
本
の

植
樹
や
植
栽
木
の
周
囲
へ
の
チ
ッ
プ
敷
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
祭
は
、
北
信
州
森
林
祭
実
行
委
員

会
（
北
信
地
区
緑
化
推
進
委
員
会
、
地
方
事
務

緑の少年団と城土局長

ブースで富山署の取り組みをＰＲ

各
地
で

植
樹
祭
を
開
催

各
地
で

植
樹
祭
を
開
催

各
地
で

植
樹
祭
を
開
催

みどりの少年団と記念植樹をする城土局長

「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い
」

長
野
県
植
樹
祭
開
催

 「
ふ
る
さ
と
文
化
の
継
承
」

【
と
や
ま
森
の
祭
典
】

愛
知
県
植
樹
祭

　
　

緑
と
田
園
の
飛
島
村
で
開
催

　
　

〜
飛
島
学
園
（
小
中
一
貫
校
教
育
校
）
で
植
樹
〜

北
信
州
植
樹
祭
開
催
さ
れ
る
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所
、
森
林
管
理
署
、
当
該
市
町
村
、
森
林
組
合

等
林
業
関
係
八
団
体
）
が
主
催
し
、
地
域
に
お

け
る
森
林
づ
く
り
と
、
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
森
林
・
林
業
の
大

切
さ
と
森
林
整
備
の
必
要
性
を
普
及
啓
発
す
る

も
の
で
、
北
信
地
区
六
市
町
村
の
持
ち
回
り
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
信
越
ト
レ
イ
ル
の
維
持
・
整
備

活
動
や
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の

生
息
地
の
保
護
・
保
全
活
動
を
し
て
い
る
団
体

へ
の
表
彰
や
国
土
緑
化
、
野
鳥
愛
護
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
が
行
わ
れ
、
地
元
飯
山
市
立
秋
津
小
学

校
、
木
島
小
学
校
二
校
の
み
ど
り
の
少
年
団
に

よ
る
「
か
け
が
え
の
な
い
緑
豊
か
な
森
林
を
大

切
に
し
て
い
く
」、「
先
人
が
残
し
た
豊
か
な
緑

を
育
て
て
い
く
」、「
緑
あ
る
豊
か
な
社
会
を
つ

く
る
」
の
誓
い
の
言
葉
の
発
表
後
、
植
樹
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
の
作
業
後
は
、
用
意
さ
れ
た
豚
汁

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
元
飯
山
市
立
東
小
学

校
児
童
の
鼓
笛
隊
の
演
奏
を
堪
能
し
日
程
を
終

え
ま
し
た
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
五
月
十
三
日
に
南
木
曽
町
・

木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
合
同
植
樹
祭
を

南
木
曽
国
有
林
に
お
い
て
、
南
木
曽
小
学
校
み

ど
り
の
少
年
団
を
は
じ
め
、
愛
知
県
長
久
手
町

ほ
か
約
二
百
名
が
、
南
木
曽
町
の
町
木
で
あ
る

ヒ
ノ
キ
等
苗
木
二
千
六
百
本
の
植
樹
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
南
木
曽
小
学
校
み
ど
り
の
少
年

団
の
代
表
二
名
よ
り
「
ト
ト
ロ
の
森
に
出
て
く

る
よ
う
な
森
に
し
た
い
」
と
題
し
て
「
環
境
の

た
め
や
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
た
く
さ
ん

木
を
植
え
た
い
」「
よ
く
育
つ
よ
う
に
一
生
懸

命
植
え
ま
す
」
と
い
っ
た
作
文
発
表
の
後
、
植

樹
作
業
と
森
林
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
二
十
二
日
（
土
）
に
木
曽
郡
大

桑
村
の
「
の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
」
に
お
い
て
大

桑
村
・
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
合
同
育

樹
祭
を
開
催
し
、
愛
知
県
北
名
古
屋
市
民
を
は

じ
め
、
村
民
ら
約
二
百
四
十
名
が
公
園
内
の
ツ

ツ
ジ
の
生
育
を
妨
げ
る
下
草
や
雑
木
の
除
去
に

汗
を
流
し
、
次
い
で
、
大
桑
小
学
校
五
・六
年

生
の
木
製
コ
カ
リ
ナ
演
奏
と
、
北
名
古
屋
市
西

春
少
年
少
女
合
唱
団
の
合
唱
が
行
わ
れ
、
育
樹

祭
終
了
後
は
小
学
生
を
対
象
と
し
た
シ
イ
タ
ケ

植
菌
作
業
の
林
業
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
は
町
村
と
の
共
同
開
催
で

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
と
協
働
し
継

続
し
て
い
く
中
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
地

域
は
も
と
よ
り
下
流
域
に
情
報
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
中
部
森
林
管
理
局
と
日
本
森
林
林

業
振
興
会
名
古
屋
支
部
（
土
川
哲
夫
支
部
長
）

の
間
で
昨
秋
協
定
が
締
結
さ
れ
た
分
収
造
林
契

約
地
を
「
悠
久
の
森
」
と
命
名
し
、
五
月
三
十

日
（
日
）、
地
域
住
民
の
参
加
の
下
、
植
樹
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
分
収
造
林
地
は
県
立
自
然
公
園
宇
津
江

四
十
八
滝
の
上
流
部
一
帯
を
占
め
る
古
峠
国
有

林
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
水
源
の
働
き
が
高

ま
る
よ
う
に
と
ケ
ヤ
キ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
七
種

類
の
広
葉
樹
四
百
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。　　

　

植
樹
祭
は
、
振
興
会
や
高
山
市
美
し
い
森
林

づ
く
り
実
行
委
員
会
、
飛
騨
森
林
管
理
署
が
主

催
し
、
六
月
に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
協
賛
行
事
と
し
て
計

画
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
豊
か
な
海
も
豊
か
な
森
林
か
ら
流
れ
出
る

植栽した樹木の周りにチップを敷くみどりの少年団

一生懸命植樹するみどりの少年団

雑木の除去に汗を流す小学生

管
内
町
村
と
の
合
同
植
樹
祭
を
開
催

分
収
造
林
契
約
地
で
地
元
住
民
ら
に

　
　

よ
る
「
悠
久
の
森
」
記
念
植
樹

  

〜
高
山
市
国
府
町
宇
津
江
四
十
八
滝
古
峠
国
有
林
〜

植栽祭に参加された皆さん
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水
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
の
思
い
と
、
美
し
い
滝

や
清
流
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
た
い
と
い
う

思
い
で
、
小
さ
な
子
供
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
、

百
五
十
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
一
本
一
本
地
域

住
民
た
ち
の
手
で
丁
寧
に
植
え
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
植
樹
の
あ
と
は
、
六
班
に
分
か
れ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
案
内
で
四
十
八
滝
め
ぐ
り
や
自

然
観
察
会
な
ど
、
新
緑
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。
参
加
し
た
地
元
町
内
会
の
方
か
ら
は
、

「
国
有
林
で
地
元
の
大
勢
の
人
が
参
加
し
て
植

樹
し
楽
し
い
日
と
な
っ
た
。」「
植
え
た
木
々
が

す
く
す
く
と
育
ち
、
こ
の
森
の
水
が
、
地
域
の

宝
で
あ
る
四
十
八
滝
の
豊
か
な
水
源
と
な
り
、

下
流
域
を
も
潤
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

［
東
濃
署
］
五
月
二
十
二
日
（
土
）、
土
岐
市

に
あ
る
「
陶
史
の
森
・
せ
せ
ら
ぎ
公
園
」
に
お

い
て
「
第
四
十
回
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
、
署
長
以
下
職
員
四
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
岐
阜
県
が
定
め
る
「
木
の

国
・
山
の
国
県
民
運
動
」
に
お
け
る
春
の
中
心

的
行
事
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
の
「
陶
史
の
森
・
せ
せ
ら
ぎ
公
園
」
は

平
坦
な
里
山
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
自
然
公
園
と

な
っ
て
お
り
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ

と
か
ら
、
地
元
市
民
を
中
心
に
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

土
岐
市
周
辺
は
陶
磁
器
産
業
が
盛
ん
な
地
域

と
し
て
有
名
で
す
が
、
元
々
脆
弱
で
あ
っ
た
地

質
に
加
え
、
窯
の
燃
料
と
な
る
木
々
の
濫
伐
が

大
規
模
な
荒
廃
地
を
生
み
だ
し
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
七
年
に
農
林
省
の
直
轄
事
業
と
し
て
治
山

工
事
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
こ
の
事
業
は
当
時
の
名
古
屋
営
林
局

に
引
き
継
が
れ
、
事
業
が
完
了
す
る
昭
和

四
十
五
年
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
署
の
テ
ン
ト
で
は
そ
の
当
時
の
荒
廃
の
様

子
や
復
旧
し
て
い
く
様
子
を
映
し
た
写
真
な
ど

を
展
示
し
、
地
元
小
学
生
に
は
パ
ネ
ル
を
使
用

し
て
治
山
工
事
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
の
教

室
を
開
き
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
市
民
や
子
供
達
か
ら
は
「
近
く
に
住

ん
で
い
る
け
ど
知
ら
な
か
っ
た
」「
説
明
を
聞

い
て
治
山
の
事
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
現
在
国
交
省
と
連
携
し
た
「
治

山
・
砂
防
教
室
」
を
開
い
て
お
り
、
今
後
も
機

会
あ
る
ご
と
に
「
治
山
」
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
北
信
署
］
四
月
二
十
一
日
（
水
）、
長
野
林

業
土
木
協
会
東
北
信
支
部
北
信
分
会
会
員

二
十
五
名
が
戸
隠
森
林
植
物
園
を
訪
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
同
会
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
五
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
除
雪
さ
れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩

道
の
支
柱
に
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
を
約
二
㌔
㍍
に

わ
た
っ
て
張
っ
た
後
、
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
で
歩
道

に
付
着
し
た
苔
を
落
と
す
清
掃
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
は
、
散
策
者
の
転
落

防
止
と
、
湿
地
帯
へ
の
進
入
防
止
の
た
め
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
苔
を
落
と
す
こ
と
に

よ
り
、
歩
道
は
滑
り
に
く
く
な
り
、
木
道
の
腐

朽
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
に
比
べ
る
と
残
雪
が
多
く
、
四

月
に
入
っ
て
か
ら
も
気
温
の
低
い
日
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
当
日
は
暖
か
い
日
差
し
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
わ
ず
か
に
顔
を
出
し

始
め
た
湿
地
と
、
様
々
な
鳥
の
さ
え
ず
り
に
春

の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
作
業
を
進
め
て
い
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
作
業
に
疲
れ
た
様
子
で
し
た

が
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

十
分
な
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

　

戸
隠
森
林
植
物
園
は
四
月
二
十
四
日
（
土
）

に
開
園
し
、
多
く
の
来
園
者
を
迎
え
入
れ
ま

す
。
今
回
の
作
業
は
開
園
準
備
の
一
環
で
あ

り
、
林
業
土
木
事
業
を
営
む
方
々
が
、
自
然
へ

の
理
解
を
深
め
、
地
域
に
貢
献
す
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
四
月
二
十
七
日
（
火
）、
ム

ク
リ
沢
林
道
に
お
い
て
南
木
曽
町
長
を
始
め
地

元
区
長
な
ど
二
十
二
名
が
参
加
し
て
現
地
視
察

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ム
ク
リ
沢
林
道
は
平
成
九
年
度
に
着
工
し
、

こ
の
間
総
延
長
約
四
・一
㌔
の
林
道
を
開
設
し

て
き
ま
し
た
。

　

当
地
域
（
北
蘭
国
有
林
）
は
木
曽
川
支
流
の

蘭
川
右
岸
に
位
置
し
、
地
形
は
全
般
に
急
傾
斜

地
が
多
く
、
地
質
は
風
化
浸
食
が
進
ん
だ
花
崗

地元小学生に治山事業の役割を説明

戸
隠
森
林
植
物
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

長
野
林
業
土
木
協
会
北
信
分
会

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

戸隠森林植物園散策歩道の整備をする協会員の皆さん

「
ム
ク
リ
沢
林
道
」

�

地
元
住
民
に
よ
る
現
地
視
察

「
来
場
者
も
当
時
の
写
真
に
び
っ
く
り
！
」

　
　

岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り
で

　
　
　
　
　
　
　

治
山
事
業
を
Ｐ
Ｒ

戸隠国有林にて植付作業を体験した親子の皆さん


